
１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 208 民間保育所等施設型給付費

総合計画
めざすまちの姿 1 人が育つまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 １－①豊かな人間性の基礎を築く 担当課 幼児教育課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 03 目 保育所費

予算事業名 民間保育所等施設型給付費 民間保育所等施設型給付費

実施主体 市 実施方法 その他 対象 特定の団体 民間保育所

事業期間 開始年度 ー 終了予定年度 ー

事業の目的 　民間保育所において保育に欠ける児童を受け入れ保育を実施することに伴う運営費を支出する。

事業の概要 　入所を円滑に行うため弾力運用を実施し、民間保育園５園と広域入所児分の運営費を補助する。

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題 　未納及び滞納保育料の徴収。

 事業費（Ａ）
当初予算額 487,471 千円 562,061 千円 582,381 千円

決算（見込）額 557,288 千円 554,924 千円 千円

財源内訳
397,413 千円 395,169 千円 414,015 千円

一般財源 159,875 千円 159,755 千円 168,366 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 1,209 千円 1,785 千円 1,889 千円

人工（職員数の内訳） 0.16 人 0.25 人 0.26 人

558,497 千円 556,709 千円 584,270 千円

内容 単位

人
目標 6,973 6,900 6,700

実績 6,889 6,698

達成度 98.8% 97.1%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

　概ね適切。

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成29年度 ★実施計画 個別評価シート（28年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

　民間保育園（微笑・なぎさ・岡崎・真愛・しらゆりこども園）

　広域入所児（春日・緑ヶ丘・ひばり・あゆみ・舞阪第１）

コ
ス
ト

平成27年度 平成28年度 平成29年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成27年度 平成28年度 平成29年度

　延児童数(各月初めの児童数の累計）

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

　平成27年度から保育所運営費から施設型給付費に制度が変わり、各園への支給額が増加した
ことから保育の質の向上と保育士の処遇改善が図られた。今後も国の方針に沿って事業を継続し
ていく。

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 486 幼稚園一時預かり事業

総合計画
めざすまちの姿 1 人が育つまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 １－①豊かな人間性の基礎を築く 担当課 幼児教育課

関連予算科目
一般 会計 10 款 教育費 01 項 教育総務費 03 目 教育指導費

予算事業名 幼稚園一時預かり事業費 幼稚園一時預かり事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民 岡崎・白須賀・新居幼稚園就園児

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的 　幼稚園における子育て機能の充実を図るとともに、保護者の子育てや社会参画を支援する。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題 　開園日一時預り、長期休園日一時預り、緊急一時預りの周知。

 事業費（Ａ）
当初予算額 6,346 千円 7,547 千円 11,986 千円

決算（見込）額 6,174 千円 7,498 千円 千円

財源内訳
4,952 千円 5,911 千円 11,807 千円

一般財源 1,222 千円 1,587 千円 179 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 1,814 千円 1,785 千円 1,889 千円

人工（職員数の内訳） 0.25 人 0.25 人 0.26 人

7,988 千円 9,283 千円 13,875 千円

内容 単位

　預かり保育平均実施日数
日

目標 140 165 242

実績 163 208

達成度 116.4% 126.1%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

改善（その他）

　　平成29年度 ★実施計画 個別評価シート（28年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

平成21年度

　幼稚園における子育て支援機能充実及び保護者の社会参画を支援するため、保育室の確保ができ、かつ、
地域のニーズが高い次の幼稚園で一時預かり（幼稚園型）を実施する。
　　岡崎幼稚園は平成24年度より本実施。
　　白須賀幼稚園は平成26年度より本実施。
　　鷲津幼稚園、新居幼稚園は平成27年度より本実施。

　幼稚園の保育日に、保育終了後、最長17時30分まで預り保育を実施する。

　※子ども・子育て支援新制度により、平成28年度から「幼稚園一時預かり事業」に名称変更した。

　実施日数
　　鷲津幼稚園 　：179日
　　白須賀幼稚園 ：134日
　　岡崎幼稚園　 ：179日
　　新居幼稚園 　：178日
　
　センター方式による一時預かり実施日数
　　白須賀幼稚園：40日

コ
ス
ト

平成27年度 平成28年度 平成29年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成27年度 平成28年度 平成29年度

　保護者からのニーズがあり、拡大・充実が望まれるた
め。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

　平成28年度から長期休園中、白須賀幼稚園でセンター方式により全公立幼稚園の保育を必要
とする園児を対象に実施する。
　平成29年度から入所待ち児童を対象とした緊急一時預かりを実施。

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 543 家庭教育サポート事業

総合計画
めざすまちの姿 1 人が育つまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 １－①豊かな人間性の基礎を築く 担当課 社会教育課

関連予算科目
一般 会計 10 款 教育費 06 項 社会教育費 02 目 生涯学習費

予算事業名 生涯学習推進費 家庭教育サポート事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民 幼小中保護者及びその子

事業期間 開始年度 - 終了予定年度 -

事業の目的

子どもたちを健やかに育てるために、家庭の教育力の向上を目指す。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

参加人数を増やすために、内容や運営方法を検討する必要がある。

 事業費（Ａ）
当初予算額 1,271 千円 4,609 千円 1,452 千円

決算（見込）額 1,148 千円 2,800 千円 千円

財源内訳
108 千円 2,535 千円 817 千円

一般財源 1,040 千円 265 千円 635 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 1,414 千円 2,798 千円 4,399 千円

人工（職員数の内訳） 0.19 人 0.38 人 0.61 人

2,562 千円 5,598 千円 5,851 千円

内容 単位

講座参加人数
人

目標 2,300 2,310 1,900

実績 2,306 1,898

達成度 100.3% 82.2%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

家庭教育をサポートするためには必要。

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

参加人数をあげるよう内容や運営方法を検討する

　　平成29年度 ★実施計画 個別評価シート（28年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

幼児・小・中学校の保護者を対象とした講座等を開催することにより、家庭教育も重要性を学ぶ機会を提供
する。

・思春期子育て講座
　市内中学校２校のPTAと共催し、思春期の子との接し方について、講座を実施した。　
   686人参加
・就学時子育て講座
　小学校の入学説明会に合わせて、講座を開催した。　
　 497人参加
・幼稚園子育て講演会
　幼稚園公立幼稚園ＰＴＡ研修会として、幼児期の食育について、講演を実施した。　
   112人参加
・ふたば学級
　２歳児を持つ保護者を対象に、幼児期のしつけ、食育、親子ふれあい（手遊び・ゲーム・絵本の話）等の学習を行った。
　　9学級　180人参加
・子育て交流事業
　地域ぐるみで子育てを支える体制を築くことを目的に子育て支援団体２団体に委託した。　
　　157人参加
・家庭教育学級
　小学校１年生を持つ保護者を対象に、家庭教育の重要性の学習を行った。
　6学級　172人参加
・親子講座
  就園前の親子を対象に「親子リズムは楽しいな!！」を開催した。　
 93人参加

コ
ス
ト

平成27年度 平成28年度 平成29年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成27年度 平成28年度 平成29年度

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4


